
わたしたち それぞれ将来の夢を描き 希望に燃えています
（1月13日　成人式　美山中央公民館）
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先
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
平
成
20
年

4
月
1
日
以
後
の
選
挙
に
つ
い
て
、
現
在
の
24

投
票
区
を
17
投
票
区
に
変
更
す
る
こ
と
が
決
定

し
ま
し
た
。

今
回
の
投
票
区
の
変
更
は
、公
平
性
の
確
保
、

投
票
所
規
模
の
適
正
化
、
経
費
節
減
な
ど
の

観
点
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
見
直
し
た
も
の
で

す
。こ

の
変
更
に
よ
り
、
投
票
所
が
変
更
す
る
区

域
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
選
挙
に
お
い
て
は
入
場
券
に
記
載
し

て
あ
る
投
票
所
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

4
月
30
日
の
任
期
満
了
に
伴
う
、
山
県
市
議
会

議
員
選
挙
の
投
票
日
が
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
選
挙
か
ら
、
上
記
変
更
後
の
投
票
所
で
投

票
と
な
り
ま
す
。

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

4
月
20
日
執
行
予
定
の
、
山
県
市
議
会
議
員
選

挙
で
は
、次
の
と
お
り
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。
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投票区 投票所 投票区 区　　　　　　域 投　　票　　所

高富東 森・南・旭ヶ丘・蛍ヶ丘・大北・石田町 南公民館

高富東 美里会館
高富中

山本・京ヶ洞・南屋敷・石畑・美里・田倉・
美里会館

双葉台・星ヶ丘

片　原 片狩公民館

神　崎 神崎公民館 北山 円原、神崎、片原 北山交流センター

伊住戸 伊往戸公民館

山　戸 いわ桜公民館 原分館 下馬場・上馬場・山戸・八月・岡・田島・市井・

草　木 草木公民館 奥峠・草木・塩後

百　瀬 美山北部防災倉庫

谷　合 いわ桜公民館 谷　合 谷合、田栗、笹賀田栗入会地、百瀬・神有 美山支所

田　栗 田栗公民館

笹　賀 美山構造改善センター 笹　賀 徳永、笹賀、椿 美山構造改善センター

出　戸 乾公民館
乾 日永、出戸、船越、相戸、柿野 乾公民館

柿野洞 柿野交流センター

佐　野 佐野公民館

青　波 青波福祉プラザ 富　波 佐野、青波、富永 富波公民館　

富　永 富波公民館

変　　更　　前 変　　　　更　　　　後

期日前投票所

投票場所 投票期間 投票時間

山県市役所
4月14日（月）

午前8時30分～午後8時

美山支所
～4月19日（土）午前8時30分～午後5時

伊自良支所

新たに設置した期日前投票所

投票場所 投票期間 投票時間

片狩公民館
4月16日（水）

午後2時～午後5時

伊往戸公民館
午前9時～正午

草木公民館
4月17日（木）

柿野交流センター 午後2時～午後5時

山
県
市
議
会
議
員
選
挙

投
票
日
　
4
月
20
日（
日
）

告
示
日
　
4
月
13
日（
日
）

原 いわ桜公民館 原分館
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山
県
市
有
線
テ
レ
ビ
放
送
施
設
は
、
地

域
情
報
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
を
提
供

す
る
た
め
、
全
市
に
双
方
向
通
信
が
可
能

な
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
敷
設
し
、
地
上
波

デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
住
民
生
活
や
産
業
活
動
の
高
度

情
報
化
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
環
境
の
整
備
を
行
い
、
地
域

間
の
情
報
格
差
の
是
正
も
図
っ
て
い
ま
す
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
山
県
市
有
線

テ
レ
ビ
事
業
は
、
利
用
料
な
ど
の
自
主
財

源
で
行
う
の
が
本
来
で
す
。
し
か
し
、
現

状
は
、
利
用
料
な
ど
歳
入
で
不
足
す
る
額

約
6，
0
0
0
万
円
お
よ
び
起
債
償
還
分

を
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
に
よ
り
賄
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
山
県
市
有
線
テ
レ
ビ
放
送

施
設
管
理
運
営
審
議
会
へ
料
金
改
正
に
つ

い
て
審
議
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

現
在
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
利
用
料

は
、
合
併
前
か
ら
の
金
額
で
他
市
町
村
の

公
営
・
民
間
の
有
線
テ
レ
ビ
と
比
較
し
て

も
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
を
加
味
し
、
運
営
的
に

大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
月

額
1，
0
5
0
円
に
改
正
す
る
こ
と
は
や

む
を
得
な
い
も
の
と
審
議
会
の
答
申
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
運
営
審
議
会
の
答
申
を
尊
重
し

て
、
利
用
料
金
の
改
正
を
行
う
条
例
を
平

成
19
年
第
3
回
定
例
議
会
に
上
程
し
た
と

こ
ろ
、
案
件
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
平
成
20
年
4
月
か
ら
月
額
1，
0

5
0
円
に
改
正
し
ま
す
。

今
後
も
更
な
る
経
費
削
減
を
図
る
と
と

も
に
、
本
施
設
が
地
域
に
根
ざ
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
、
地
域
と
世
界

を
結
ぶ
情
報
発
信
基
地
と
し
て
市
民
の
皆

さ
ま
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る
施
設
と
な

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
有
線
テ
レ
ビ
局
で
は
、
低
料
金

で
利
用
で
き
る
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

は
じ
め
、
市
内
加
入
者
間
が
無
料
で
通
話

が
で
き
る
I
P
電
話
の
普
及
を
促
進
し
て

い
ま
す
。

I
P
専
用
電
話
を
ご
希
望
の
場
合
は

1，
0
0
0
円
で
販
売
・
設
置
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ご
自
分
で
I
P
専
用
電
話

を
購
入
さ
れ
た
場
合
も
1，
0
0
0
円
の

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
有
線
テ
レ
ビ
に
ご
加
入

の
方
で
、
N
H
K
衛
星
受
信
料
の
割
引
制

度
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

放
送
施
設
基
本
利
用
料
金
改
正
の
お
知
ら
せ

有線テレビ放送施設利用料金表
現行の料金 4月分より 備　　考

放送施設基本利用料
（1～12ch＋地上デジタル放送
＋NHK衛星ｱﾅﾛｸﾞ放送）

月額　500円 月額　1,050円

スタンダードコース　月額2,100円
ハイスピードコース　月額2,625円

現行どおり
利用月の翌月に請求　
・納期限（※） 毎月25日

6ヶ月分（6,300円）を前払い
・納期限（※） 4月25日

10月25日

インターネット基本利用料

※納期限（口座振替日）に当たる日が土・日・祝日の場合は、その翌営業日となります。

NHK衛星受信料団体一括支払いをご利用になると大変お得です。
（※NHK衛星契約の方のみが対象となります。）

団体一括支払 通常の支払い（訪問集金） 通常の支払い（口座振替）

NHK衛星受信料
6ヶ月払額

11,890円 13,390円 13,090円

23,100円 26,100円 25,520円
NHK衛星受信料
12ヶ月払額

◆団体一括支払の申込先：有線テレビ局・伊自良支所・美山支所・西武芸出張所の窓口へお申し込みください。
（印鑑要）
◆お問い合わせ先：有線テレビ局　122─6100 FAX 22-5333 E-mail info@ccy.ne.jp

有
線
テ
レ
ビ
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1
月
13
日
、
美
山
中
央
公
民
館

で
「
平
成
20
年
山
県
市
成
人
式
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

対
象
と
な
っ
た
新
成
人
は
、

市
内
在
住
の
4
2
4
人
と
出
席

を
希
望
し
た
市
外
在
住
の
44
人

で
、
当
日
は
約
4
0
0
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
澤
田
隼
人
さ
ん
と

小
田
奈
津
希
さ
ん
が
「
試
練
に
逃

げ
る
こ
と
な
く
立
ち
向
か
い
、
成

長
し
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
社
会

人
に
な
り
た
い
で
す
」
と
二
十
歳

の
誓
い
を
読
み
あ
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
終
了
後
の
立
食

パ
ー
テ
ィ
で
は
、
山
県
市
特
産
品

「
豆
な
か
な
」「
干
し
柿
」「
美
山
カ

モ
の
ハ
ム
」
な
ど
を
織
り
交
ぜ
た

料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
学

生
時
代
の
思
い
出
や
近
況
を
紹
介

し
あ
い
楽
し
く
歓
談
し
ま
し
た
。

平成20年 平成20年 
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所
得
税
・
贈
与
税
・
市
県
民
税
の
申
告

期
限
は
3
月
17
日（
月
）、
個
人
事
業
者
の

消
費
税
申
告
期
限
は
3
月
31
日（
月
）で
す
。

所
得
税
・
消
費
税
の
確
定
申
告
書
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
、
画
面
の
案
内

に
従
い
簡
単
に
作
成
で
き
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
平
成
20
年
1
月
1
日
現
在
、

市
内
に
住
所
登
録
が
あ
る
人
を
対
象
に
、

市
役
所
・
伊
自
良
支
所
・
美
山
支
所
・
美

山
中
央
公
民
館
の
4
会
場
で
、
申
告
相
談

を
行
い
ま
す
。

「
広
報
や
ま
が
た
2
月
号
」
と
一
緒
に

配
布
し
た
「
所
得
税
、
市
県
民
税
申
告
相

談
の
お
知
ら
せ（
裏
面：

確
定
申
告
相
談

日
程
表
）」
を
参
考
に
、
お
近
く
の
会
場

へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

税
務
署
で
は
、
申
告
期
間
中
『
マ
ー
サ

21
南
館
4
階
マ
ー
サ
ホ
ー
ル
』（
岐
阜
市
正

木
）に
確
定
申
告
会
場
を
開
設
し
ま
す
。

（
税
務
署
で
の
相
談
は
行
い
ま
せ
ん
）

開
設
期
間
は
、
2
月
12
日
〜
3
月
17
日

で
す
。（
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
）

た
だ
し
、
2
月
24
日（
日
）、
3
月
2
日

（
日
）は
開
設
し
ま
す
。

な
お
、
2
月
1
日（
金
）と
4
日（
月
）は
、

山
県
市
役
所
3
F
に
お
い
て
、
住
宅
ロ
ー

ン
な
ど
を
利
用
し
て
マ
イ
ホ
ー
ム
を
新

築
・
購
入
さ
れ
た
人
を
対
象
に
申
告
相
談

を
行
い
ま
す
。

相
談
時
間
は
、
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

で
す
。（
会
場
の
混
雑
状
況
で
、
受
付
を

早
め
に
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

土
地
・
建
物（
立
木
）な
ど
の
譲
渡
に
よ

り
所
得
の
あ
っ
た
人
は
、
譲
渡
所
得
の
申

告
、
ま
た
年
間
1
1
0
万
円
を
超
え
て
贈

与
を
受
け
ら
れ
た
人
は
、
贈
与
税
の
申
告

が
必
要
で
す
。

譲
渡（
山
林
）所
得
お
よ
び
贈
与
税
の
申

告
相
談
は
、
マ
ー
サ
21
南
館
4
階
マ
ー
サ

ホ
ー
ル（
岐
阜
市
正
木
）へ
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

①
定
率
減
税
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

②
損
害
保
険
料
控
除
が
廃
止
さ
れ
、
地
震

保
険
料
控
除
が
創
設（
上
限
5
万
円
）さ

れ
ま
し
た
。

③
税
源
移
譲
の
実
施
に
対
応
す
る
た
め
の

住
宅
ロ
ー
ン
税
額
控
除
特
例
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。

※
年
金
受
給
者
の
控
除
忘
れ
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

申
告
す
る
と（
社
会
保
険
料
の

控
除
・
地
震
保
険
料
控
除
な
ど
）

税
金
が
軽
減
さ
れ
、
節
税
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

自
分
が
住
む
た
め
の
住
宅
を
、
借
入
金

な
ど
に
よ
っ
て
新
築
や
増
改
築
し
た
り
、

住
宅
や
そ
の
敷
地
を
購
入
し
た
と
き
で
、

平
成
19
年
12
月
31
日
ま
で
に
入
居
す
る

な
ど
の
一
定
の
要
件
に
該
当
し
た
場
合

は
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
控
除
を
受
け
る
に
は
、

登
記
簿
謄
本
、
住
民
票
、
請
負
契
約
書
の

写
し
、
残
高
証
明
書
、
源
泉
徴
収
票
な
ど

が
必
要
で
す
。

印
鑑
や
申
告
さ
れ
る
ご
本
人
名
義
の
通

帳
も
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

平
成
11
年
1
月
1
日
〜
平
成
18
年
12
月

末
ま
で
に
入
居
し
、
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
を
受
け
て
い
る
人
で
、
所
得
税
か

ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
額
が
あ
る
場
合

は
、
市
県
民
税
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額

控
除
申
告
書（
該
当
者
に
は
郵
送
済
み
）の

提
出
が
必
要
で
す
。

翌
年
度
の
住
民
税
の
所
得
割
額
か
ら
控

除
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
　
1

22
│
6
8
2
2

岐
阜
北
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

譲
渡（
山
林
）所
得
・
贈
与
税
の
申
告

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

昨
年
と
比
べ
て
変
わ
っ
た
点

（
所
得
税
関
係
）

※
税
務
課
よ
り
お
知
ら
せ



このたび、100歳の誕生日を迎えられた松久しずこ
さん（桜尾）に、市長がお祝い状とお祝い金（10万円）
を贈りました。
松久さんは、大変行動的で98歳のころまで毎日畑

仕事や、花を育てたりと外での作業をしてみえまし
た。また、国会の中継を見たり、六法全書を見るの
も好きでした。
今は、食事と入浴を一番の楽しみにしていらっしゃ

います。

100歳おめでとうございます
松久しずこさん

いつまでもお元気で。

12月18日、市クリーンセンター（谷合）で、「新クリーン
センター」の建設工事安全祈願祭が行われ、市関係者や
地元関係者、施工業者など約70人が出席し、工事の無事
を願いました。
現在、ゴミ処理は岐阜市に委託しており、平成22年3

月で委託期間が終了します。このため、市単独のゴミ処
理施設を建設することに決定し、委託期間終了までに完
成するための安全祈願祭を行ったものです。

工事の安全を願い
新クリーンセンター建設工事安全祈願祭

工事が無事に終わりますように

信号の黄色も止まりましょう

12月14日、高富保育園で、年長園児、保護者、高富老人
クラブ員約120人が参加し、三世代ふれあい交通安全教室
が行われました。
参加者は、警察署のおまわりさん、交通安全のお姉さん

から、横断歩道の渡り方や夜間目立つ色の服は何色、チャ
イルドシートの必要性など、交通安全に対する勉強をされ
ました。
また、参加者全員で1人一つ交通安全アレンジフラワー

を作り、楽しく三世代交流をされました。

交通ルールは守りましょう
三世代ふれあい交通安全教室
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12月8日、16日にグリーンプラザみやまコテージ村で行
われた、年末企画「そば打ち体験道場」に家族や友人らが
参加し、そば打ちに挑戦しました。
参加した皆さんは、地元そば作り名人のそば打ちを見学

したあと、それぞれグループに分かれ、水の分量を間違え
ないよう慎重に粉に混ぜ合わせこねました。
同じ材料でも、柔らかすぎたり堅すぎたりとグループご

とに違います。こね上げた固まりを綿棒を使って平たく伸
ばし、慎重に切りました。最初は、うどんやきしめんのよ
うに太くなるグループもありましたが、最後には、市販の
そばのようにきれいに仕上がりました。

「そば打ち体験道場」に入門
グリーンプラザみやまコテージ村

もう少し細くしないと、うどんになっちゃうよ

このほど、故河口衛さん（谷合）が、瑞宝双光章を
受けられました。
河口さんは、旧美山町の職員として町の発展のた

めに貢献され、合併後は、市の収入役として財務会
計業務の円滑な運用に貢献されました。
この功績が認められ受章されたもので、平野市長

より遺族へ伝達されました。

おめでとうございます

ありがとうございました

仲間の良さを認め合うことが大切です

各学校の生徒会活動内容を知り、自校の生徒会活動
を一層高めようとする意欲とビジョンを持つことがね
らいで行われる山県市中学校生徒会サミット。
12月26日、美山中学校で行われ、市内各中学校の生

徒会代表生徒と関係者ら25人が参加しました。
この日は、各学校で取り組まれている各委員会、学

級活動などの成果と課題を発表しました。
生徒らは、他校の良さを自校に取り入れ、活気ある

生徒会活動へつなげようと意欲的に質問し、充実した
会議となりました。

成果と課題を発表
市内中学校生徒会サミット

瑞宝双光章
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このたび、北消防署職員が、防火・防災意識の
高揚を図る目的で、「防火・防災の鐘」と題した
半鐘塔並びに車庫外壁の「火の用心」を作製しま
した。
半鐘は本来、火災などを住民に知らせる警報の

役割を担っていましたが、今回は防火・防災を呼
びかけるために、火の見やぐらをイメージして半鐘
塔を作りました。また、車庫外壁の火の用心はどの
位置からでも見えるようにと工夫してあります。

この半鐘塔の鐘の音と「火の用心」が
広く市民に伝わり、災害のない山県市と
なることを願っています。

防火・防災意識の高揚
山県市消防本部

「災害のない山県市」が願いです

リズムに合わせて大きな声で歌ったよ

12月15日、文化の里花咲きホールで親子
約200人が参加し、ちびっこ音楽会が開催さ
れました。
第1部では、松原みほさん（うた）と北野

みちるさん（ピアノ）が、赤鼻のトナカイな
ど全15曲のコンサート、第2部では、ボラン
ティアの人が中心となり、読み聞かせやバ
ルーンアートなどのイベントを行いました。
参加した親子は、一緒に歌をうたったり、

バルーンアートを作ったりして楽しいひと
ときを過ごされました。

親子で楽しみました
ちびっこ音楽会
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幸

恩
田
厚
志
　
藤
田
成
生
　
松
井
元
成

藤
田
昌
宏
　
澤
田
　
剛
　
後
藤
智
嗣

木
村
義
臣
　
荒
深
智
紀
　
山
田
　
明

吉
田
加
津
善

松
井
瑞
樹
　
野
々
村
成
明

松
井
繁
樹
　
河
野
智
拡
　
杉
山
清
隆

岐
阜
県
消
防
操
法
大
会
出
場
隊
員
表
彰

指
揮
者

神
谷
　
仁
　
1
番
員
　
高
橋
邦
行

2
番
員

沢
田
雅
尚
　
3
番
員
井
亀
賢
一

4
番
員

藤
垣
和
年
　
補
助
員
村
瀬
雅
英

▼
問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
総
務
課
　
　
22
―

5
1
2
1

1
月
6
日
、
四
国
山
香
り
の

森
公
園
で
開
催
さ
れ
た
山
県
市

消
防
出
初
式
に
、
消
防
団
員
を

は
じ
め
消
防
職
員
、
女
性
防
火

ク
ラ
ブ
員
な
ど
約
3
9
0
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

団
員
ら
は
、
車
両
部
隊
、
徒

歩
部
隊
に
分
か
れ
て
の
分
列
行

進
や
一
斉
放
水
な
ど
を
行
い
、

防
火
意
識
を
高
め
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
へ
の
決
意
を
新
た

に
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
19
年
度

消

防

出

初

式



地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
皆
さ

ん
か
ら
の
相
談
を
受
け
、
高
齢
者
や
そ

の
家
族
が
安
心
し
て
地
域
で
の
生
活
が

送
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

1
、
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

高
齢
者
が
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態

に
な
ら
な
い
よ
う
、
介
護
予
防
事
業
の

お
た
っ
し
ゃ
塾（
運
動
教
室
・
栄
養
改

善
教
室
・
口
腔
機
能
向
上
教
室
）へ
の

参
加
を
計
画
し
、
自
立
し
た
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
認
定
者
の
要
支
援

1
・
要
支
援
2
の
人
に
対
し
、
介
護
状

態
の
軽
減
や
今
以
上
に
悪
く
な
ら
な
い

よ
う
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
や
評

価
な
ど
を
行
い
ま
す
。

2
、
総
合
相
談

高
齢
者
や
そ
の
家
族
か
ら
の
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
を
受
け
、
高
齢
者
の
心
身
の

状
況
や
生
活
の
実
態
な
ど

を
把
握
し
、
介
護
・
保

健
・
医
療
・
福
祉
な
ど
の

各
種
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ

た
り
、
関
係
機
関
と
の
連

絡
・
調
整
な
ど
総
合
的
な

相
談
・
支
援
を
し
ま
す
。

3
、
権
利
擁
護

高
齢
者
へ
の
虐
待
防

止
、
早
期
発
見
・
対
応
を

行
う
と
と
も
に
、
認
知
症

の
人
な
ど
の
財
産
管
理
や

各
種
契
約
な
ど
を
本
人
に

代
わ
っ
て
行
う
「
成
年
後

見
制
度
」
の
利
用
な
ど
、

高
齢
者
の
人
権
・
権
利
を

尊
重
し
て
い
け
る
よ
う
に

支
援
し
ま
す
。

普段、子どもに「もっと○○しなさい」「どうして
△△しないの？」と言うことがあります。「もっと勉
強しなさい」と言って勉強してくれるなら楽なもので
すが、実際はうまくはいかないものです。
例えば、運動が苦手な子がマラソン大会の結果が思
わしくなかったときにでる「どうしてもっと練習しな
かったの」は、本人にとってとても辛い言葉です。
このように、現状より上のレベルを求める言葉が時
には自信を失うことになってしまいます。
しかし、「運動が苦手なのによく最後まで頑張った

ね」と優しい言葉があれば、次はもう少し頑張ってみ
ようと思えます。たとえ苦手なことであっても、子ど
もなりの努力や頑張りは必ずあります。
大切なのは“最後まであきらめずに頑張る”過程を
見守り認めてあげることです。まずは、自分を振り返
り、マイナス（否定的）の見方から現状を認めプラス
（肯定的）の見方に変えてみましょう。
今の努力を認めてもらえることが、さらに子どもの

「やる気」を引き出すことにつながります。これから
は「よく○○しているね」
「よく△△したね」という言
葉をかけていきましょう。
現実にはなかなか難しいか

もしれませんが、こういった
ことのつみ重ねが大切なので
はないでしょうか。

10広報やまがた 2008 . 2

わたしたちが相談を受け支援します

保健・介護・福祉の専門職である保健師・主任介護支援
専門員・社会福祉士がチームとなって、相談者および関係
者に対して支援します。

保健師
大 野 照 子

保健師
河 村 玲 子

主任介護支援専門員
中島みさ子

社会福祉士
山 田 　 司

4
、
包
括
的
・

継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

高
齢
者
の
状
態
の
変
化
に
対
応
し

て
、
適
切
な
保
健
や
医
療
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
の
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
対
し
て
、
適
切
な
指

導
や
助
言
を
し
、
地
域
に
お
け
る
関
係

機
関
と
の
連
携
や
協
力
体
制
の
整
備
を

図
り
ま
す
。

連
絡
先
　
山
県
市
役
所
健
康
課
内

山
県
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

1

22
―
6
8
3
8

こんな時はご相談ください 
1 元気に健康で過ごす 
ためにはどうしたら 
いいですか 

2 介護のことで 
相談したい 

2 本人・家族の状況を 
詳しくお聞きし、必 
要なサービスや制度 
を紹介します。 

4 一日中寝て 
ばかりいる 

4 介護予防の視点に立 
って、その人にあっ 
た生活を一緒に考え 
ていきます。 

5 独り暮らしの 
親が心配 

5 本人の状況をお聞き 
し、何が必要かを考 
え、適切な各種サー 
ビスを紹介します。 

6 退院後の自宅 
生活が心配 

6 退院に向けて、住宅 
環境の整備や介護保 
険申請・サービスの 
調整を行います。 

3 近所に住むお年 
寄りが心配 

3 職員が訪問し、健康 
面や生活等の相談に 
のり、必要なサービ 
スにつなげます。 

1 生活状況を把握し、運動や栄養、休養のとり方 
について助言したり、市の介護予防事業を紹介 
します。 

子どもの現状を認めよう
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「パートタイム労働法」が変わります！ 平成20年4月1日施行

少子高齢化、労働力減少社会で、パートタイム労
働者がその能力をより一層有効に発揮することがで
きる雇用環境を整備するため、「パートタイム労働
法」（短時間労働者の雇用管理の改善などに関する
法律）が改正されます。
主な内容は以下のとおりです。
雇い入れの際の労働条件の明示
事業主は、パートタイム労働者を雇い入れる際、

「昇給の有無」「退職手当の有無」「賞与の有無」を
文書などで明示することが義務化されます。
雇い入れ後、待遇の決定についての説明義務
事業主は、雇い入れ後パートタイム労働者から求
められたとき、そのパートタイム労働者の待遇を決
定するに当たって考慮した事項を説明することが義
務化されます。
均衡のとれた待遇の確保の推進
事業主は、パートタイム労働者の待遇を通常の労働

者との働き方の違いに応じて均衡を図るための措置
を講ずるよう定めています。具体的には、職務の内容
（業務の内容と責任の程度）、人材活用の仕組みや運
用など、契約期間の3つの要件が通常の労働者と同
じか否かにより、賃金、教育訓練、福利厚生などを
どのように取り扱うべきかについて定められています。
【賃金（基本給、賞与、役付手当など

職務の内容に密接に関連する賃金）】
事業主は通常の労働者との均衡を考慮し、パートタ

イム労働者の職務内容、成果、意欲、能力、経験など
を勘案して賃金を決定することが努力義務化されます。
さらに通常の労働者と比較して、パートタイム労働者の

高富中央公民館
◆日時 2月10日（日） 9：30～
◆場所 高富中央公民館
高富中央公民館の講座・サークルで活動している

人たちが、日ごろの成果を発表します。コーラス・
三味線・健康ヨガなどの舞台発表、ちぎり絵・洋
裁・写真などの展示発表、コーヒー・豚汁などの出
店コーナーや抽選会もあります。
◆問い合わせ先 高富中央公民館　122―3351

伊自良中央公民館
◆日時 3月9日（日） 9：30～16：30
◆場所 花咲きホール（入場無料）
伊自良中央公民館の講座・サークル、また、子ど

も文化クラブの受講生の皆さんが日ごろの成果を発
表します。
◆問い合わせ先 伊自良中央公民館　136―3355

美山中央公民館
◆日時 3月8日（土） 9：30～17：00（作品展示のみ）

3月9日（日） 9：30～16：00（舞台発表・作品展示）
◆場所 美山中央公民館
美山中央公民館、美山地区公民館の講座・サーク

ルで活動している人たちの作品展示会と発表会です。
押し花・フラワーアレンジ・デジタルカメラ・陶

芸・書道・編み物・水墨画・パッチワークなどの作
品展示と、舞踊・琴・カラオケなどの舞台発表で、
日ごろの活動の成果を発表します。
◆問い合わせ先 美山中央公民館　152―1106

職務内容と一定期間の人材活用の仕組みや運用など
が同じ場合、その期間について、賃金を通常の労働者
と同一の方法で決定することが努力義務化されます。
【教育訓練】
パートタイム労働者と通常の労働者の職務が同じ

場合、その職務を遂行するに当たって必要な知識や
技術を身につけるために通常の労働者に実施してい
る教育訓練については、パートタイム労働者が既に
必要な能力を身につけている場合を除き、事業主は
パートタイム労働者に対しても通常の労働者と同様
に実施することが義務化されます。
【福利厚生】
「給食施設」、「休憩室」、「更衣室」について、事
業主はパートタイム労働者に利用の機会を提供する
よう配慮することが義務化されます。
【差別的取り扱いの禁止】
「通常の労働者と同視すべきパートタイム労働者」

（職務の内容が同じで、人材活用の仕組みや運用な
どが全期間を通じて同じで、契約期間が実質的に無
期契約の者）の、賃金、教育訓練、福利厚生をはじ
めすべての待遇を、パートタイム労働者であること
を理由に差別的に取り扱うことが、禁止されます。
通常の労働者への転換の推進
パートタイム労働者から通常の労働者への転換を

推進するための措置を講じることが義務化されます。

高富地区公民館発表会
各地区でも発表会があります。お近くの公民

館へお出かけください。
・高富公民館 2 月24日（日）
・富岡公民館 3 月 2 日（日）
・梅原公民館 3 月 2 日（日）
・桜尾公民館 3 月 2 日（日）
・大桑公民館 2 月24日（日）

▼
▼

▼

▼

《問い合わせ先》
岐阜労働局　http://www.gifu-roudoukyoku.go.jp/
岐阜労働局雇用均等室　1058―263―1220



12広報やまがた 2008 . 2

～如月の笑

江戸前はなさき寄席

結成15周年記念「和楽祭」― 山県公演 ―

《演劇》

「にっこりぽっかり座」
（劇団風の子九州）

全自由席　1,500円
（当日2,000円）

主催：はなさき寄席
実行委員会

後援：岐阜新聞
岐阜放送

主催：ぎふ山県子ども劇場

日　時　2月13日（水）
開場 18：00 開演 18：30 日　時　2月24日（日）

開場 10：45 開演 11：00
全自由席　1,000円（3才以上）
好評発売中
チケット取り扱い場所 主催団体、花咲きホール

出演：高富青雲組、水郷輪中太鼓、郡上陣屋組
主催：和楽祭実行委員会／高富青雲組　
後援：山県市教育委員会／（財）岐阜県教育文化財団

日　時　3月2日（日）
開場 14：30 開演 15：00

文化の里花咲きホール
全自由席 共通500円
好評発売中（残りわずか）

実 施 日 内　　容 料　　金 発 売 日

3月22日（土）
開場 13：30 開演 14：00

≪JAZZ≫“大井貴司＆Super Vibration”
花咲きJAZZライブ

主催：山県市教育委員会

【全自由席】
シングル券 1,000円
ペア（デュオ）券 1,500円

好評発売中

今後のイベント情報

文化の里　花咲きホール
TEL 0581－36－2323 FAX 0581－36－2777
hanasaki@city.gifu-yamagata.lg.jp
休館日／休日（日曜日）の翌日・第3日曜日

チケット取り扱い場所・時間
花咲きホール、山県市役所会計課
高富・美山中央公民館
開館、開庁日の午前9時～午後5時

花咲きホール
ボランティア
随時募集中
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春の好日会　’08 3月15日（土）

みなさんは、食べられることのありがたさを考えたことがありますか。
毎日、日本ではおびただしい残飯が出ます。残飯にもそれなりに利用方
法があるといっても、残飯を作るために調理されたわけではありません。
紹欽さんは、母親に子どもの頃「米粒は菩薩」、粗末にしてはもった

いないとよく教えられました。菩薩はこの世のため、人のために利
り

他
た

行
ぎょう

をつくす覚
かく

者
しゃ

を意味しま
す。つまり、米は人が生きるために身を献げて食糧となることを、自らのつとめとなしています。
人間はこの献身の好意を有難く思わなかったら必ず天罰を受けるというのです。
人間が食べるということは、人間が人間として成長することです。自分が生きていることは、

多くのものによって支えられていることを知らなくてはいけません。経済的消費は美徳であって
も、物を粗末にすることがあっては、やがて人間は心まで粗末にすることに結びつくかもしれま
せん。
「米は菩薩」いただきます。合掌。
※利他：自分を犠牲にしても他人の利益を図ること
覚者：真理を悟っている者

米 は 菩
ぼ

薩
さつ

■ハーモニカ ミニコンサート
午前の部 11：30～12：30
午後の部 13：30～14：30
場　　所 古田紹欽記念館第二展示室

おなじみのハーモニカはとて
も親しみやすい楽器ですが、そ
の奏法は奥が深く、近年愛好家
も増えています。
春のよき日、とても独奏とは
思えない演奏で、日本の心の歌
を聴いてみませんか？

演奏者 河野秀夫
（日本ハーモニカ芸術協会準師範）

前　座 ケロック・ハーモニーズ
（5人編成ハーモニカ合奏）

演奏ジャンル 日本の歌（唱歌・童謡）
定　員 午前・午後各60人（先着順要予約）
参加費 1,000円（全自由席・呈茶券込）
応募締切日 3月7日（金）

■紹欽茶会
場　　所 古田紹欽記念館
時　　間 11：00～15：00
参 加 費 茶会のみ参加400円（菓子付）

申込・問い合わせ先
古田紹欽記念館　136－1023
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「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

出
張
相
談
所
の
ご
案
内

既
に
年
金
を
受
け
て
い
る
人
で
、
未
統

合
記
録
と
氏
名
、
性
別
お
よ
び
生
年
月
日

の
全
て
ま
た
は
一
部
が
一
致
し
、
同
一
人

と
推
定
さ
れ
、
記
録
が
結
び
つ
く
可
能
性

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
人
に
「
ね
ん
き
ん
特

別
便
」
を
送
付
し
ま
し
た
。

こ
の
通
知
に
つ
い
て
、
相
談
を
希
望
さ

れ
る
人
は
、「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
・
年

金
手
帳
・
年
金
証
書
・
印
鑑
を
ご
持
参
の

う
え
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
会
場

市
役
所（
3
階
3
0
4
会
議
室
）

▼
日
時

・
2
月
21
日（
木
）

・
3
月
5
日（
水
）

と
も
に
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

▼
問
い
合
わ
せ
先

岐
阜
北
社
会
保
険
事
務
所

（
岐
阜
市
大
福
町
3
│
10
│
1
）

1

0
5
8
│
2
9
4
│
6
3
6
3

放
送
大
学
　
岐
阜
学
習
セ
ン
タ
ー

特
別
講
義
の
お
知
ら
せ

▼
テ
ー
マ

「
詩
・
俳
句
に
よ
る
心
理
療

法
に
つ
い
て
」

講
師
　
小
山
田
隆
明
先
生

（
放
送
大
学
岐
阜
学
習
セ
ン
タ
ー
客
員

教
授
・
岐
阜
大
学
名
誉
教
授
）

▼
日
時

3
月
8
日（
土
）

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分

▼
場
所

県
民
ふ
れ
あ
い
会
館

▼
定
員

2
0
0
人（
先
着
順
）

▼
参
加
費

無
料

▼
申
込
方
法

放
送
大
学
岐
阜
学
習
セ
ン

タ
ー
に
電
話
ま
た
は
F
A
X
で
申
し
込

み
。
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
講
義

の
テ
ー
マ
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
岐
阜
学
習
セ
ン
タ
ー

1

0
5
8
│
2
7
3
│
9
6
1
4

F
A
X
0
5
8
│
2
7
3
│
9
5
2
6

information

ダイヤル119

渓流釣りを楽しんでみません
か。自然を満喫できる絶好の漁
場が魅力です。
解禁期日 2月10日（日）
解禁場所 美山地域内の河川
問い合わせ先
美山漁業協同組合
155－3121
http://www2.ocn.ne.jp/

̃miyamag/index.htm

▼
▼

▼

地震発生時に落ちついて身の安全を守るためには、日ごろからどのように行動すべきかを
イメージしておくことが重要です。

地震時の行動
1 グラッときたらまず身の安全
（転倒の恐れがある家具などから離れ、机や
テーブルの下に身を隠し、揺れがおさまるま
で様子をみましょう）

地震直後の行動
2 あわてた行動はケガのもと
（落下した食器やガラスまどの破片で足をケ
ガしないよう、スリッパや靴を履いて行動し
ましょう）
3 落ちついて火の元確認、初期消火
＜消火のチャンスは3度＞
①揺れを感じた時（無理をせず身の安全を
優先に）
②揺れがおさまった時
③出火の直後

＜地震が起きたとき身を守る10のポイント＞
4 窓や戸を開け、避難口を確保
5 瓦などの落下物、慌てて外に飛び出さない
6 屋外では、門や塀には近寄らない

地震後の行動
7 正しい情報、確かな行動
（情報はラジオや防災行政無線など公的なも
のに頼り、デマやうわさに振り回されないよ
う行動しましょう）
8 確かめ合おう、わが家の安全、隣りの安否
9 協力し合って救出・救護
10 避難の前に安全確認、電気・ガス
（電気のブレーカーやガスの元栓は切って避
難しましょう）

火事・救急・救助は119
山県市消防本部　122-0119

あまご釣り解禁
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2月予定学童行事参加者は、2月5日（火）午前 9時より各施設ごとに申込受付を開始します。
（電話での受付もできます） 幼児サークルに参加したい人は、事前の申し込みが必要です。
※定員になり次第締め切らせていただきます。
※詳しいことは各施設にお尋ねください。

市内の小学生ならだれでも参加
できます。一緒に遊びましょう。

高富保育園のお友達と遊ぼう

6（水） 10：30～11：30

【持ち物】お茶

おひなさま飾りを作ろう

21（木） 10：30～11：30

【持ち物】お茶

富岡保育園でたのしい交流会

27（水） 10：30～11：30

【持ち物】お茶、ほか必要品

将棋クラブ

16（土） 9：30～11：00

【持ち物】 お茶・ハンカチ

幼児サークル

ピヨケロサークル（1・2歳児）

おひなさまパズルを作ろう

13（水） 10：30～11：30

【持ち物】お茶、ほか必要品

幼児サークル

マミーサークル（1・2歳児）

学童行事

3日・10日・11日・
17日・24日

休館日

高富児童館 ℡22-4750

出前児童館「げんき」のご案内

市内の小学生ならだれでも参加
できます。一緒に遊びましょう。

学童行事

子どもげんきはうす　℡23-2323
4日・11日・12日・
17日・18日・25日

休館日

◆問い合わせ先 ＊子どもげんきはうす（子育て支援センター）℡23－2323

13日（水） 28日（木）

10：30～11：30 10：00～11：30

子どもげんきはうす 伊自良保育園

おひなさまパズルを作ろう
（マミーサークルと合同）

伊自良保育園の
遊戯室で遊びましょう

内容

曜日

場所

時間

チェスで遊ぼう

23（土） 10：00～11：30 10人

【持ち物】 お茶・ハンカチ

た の し い パ ン 教 室
（富岡公民館集合・解散）

16（土） 9：15～11：30 15人

【持ち物】 材料費300円・お茶・
エプロン・三角巾・
タッパー大・ハンカチ

お か し 作 り 教 室
（高富公民館集合・解散）

9（土） 13：15～15：30 15人

【持ち物】 材料費300円・三角巾・
食器拭き用タオル・
エプロン・お茶・ビニール袋

アレンジフラワー教室
（おひなさま）

23（土） 10：00～11：00 10人

【持ち物】 材料費500円・はさみ・
マグカップ・
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子育てママの学びと交流を目的として、子育て教室などを
開催します。みんなで楽しく子育てしましょう。

問い合わせ先
市子育て支援ネットワーク
生涯学習課　122―6845

2月の子育て教室＆サロン

2月の読み聞かせ教室

2月の家庭教育講座
テーマをもとに子育てについて考えてみましょう。
※託児あります
対　象 子育てにかかわる人どなたでも
日　時 2月20日（水） 10：00～12：00
会　場 桜尾公民館
テーマ 「必ずよい子が育つほめ方・しかり方」
問い合わせ先　山県家庭教育研究所

122―4569（代表：野沢）

すくすく教室 対象0～1歳児と保護者

小　鳩　会 対象0～3歳児と保護者

のびっこ教室 対象2～3歳児と保護者

つくしんぼ教室 対象0～3歳児と保護者

【場所】高富中央公民館　　TEL 22-3351

日 時　間 内　　容

15日（金） 10：00～ コールバルーン（コーラス
グループ）と歌を歌おう

22日（金） 10：00～ 閉講式

【場所】高富中央公民館　　TEL 22-3351

日 時　間 内　　容
8日（金） 10：00～ 保育園の先生に話を聞こう

22日（金） 10：00～ ・どれだけ大きくなったか？
・閉講式

【場所】伊自良中央公民館　　TEL 36-3355

日 時　間 内　　容

15日（金） 10：00～ 保育園ってどんなとこ？

22日（金） 10：00～ ・紙のおひな様づくり
・閉講式

※市図書館とは、旧伊自良図書館のことです。

【わくわくランド】
会　場：高富中央公民館図書室　122―3351
日　時： 2月16日（土） 10：30～
【みやまジョイフル倶楽部読み聞かせ教室】
会　場：みやまジョイフル倶楽部　155―2608
日　時： 2月 2 日（土） 10：00～

2月20日（水） 10：00～
【お話しピーチク読み聞かせ】
会　場：市図書館　136―3339
日　時： 2月 2 日（土） 14：00～

2月 9 日（土） 14：00～
2月16日（土） 14：00～
2月23日（土） 14：00～

【場所】美山中央公民館　　TEL 52-1106

日 時　間 内　　容
8日（金） 10：00～ ホットケーキミックスを

使っておやつづくり

22日（金） 10：00～ 閉講式

小
さ
な
命
を
授
か
っ
た
マ
マ

に
は
、
パ
パ
の
思
い
や
り
が
大
切

で
す
。
二
人
で
生
ま
れ
て
く
る
赤

ち
ゃ
ん
へ
心
の
準
備
を
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

※
託
児
あ
り

▼
日
時

2
月
24
日（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午
ご
ろ

▼
場
所

保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

講
習
・
妊
婦
疑
似
体
験
・
赤
ち
ゃ

ん
と
の
交
流
会
な
ど

▼
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳

▼
申
込
期
限

2
月
21
日（
木
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

子
ど
も
家
庭
課1

22
―

6
8
3
9

マ
マ
パ
パ
ク
ラ
ス
の

ご
案
内

12
月
18
日
、
岐
阜
社
会
福
祉
事

業
協
力
会（
市
と
岐
阜
市
の
パ
チ

ン
コ
店
55
カ
所
で
つ
く
る
同
協
会
）

よ
り
、
景
品
交
換
所
の
売
り
上
げ

の
一
部
を
、
市
の
社
会
福
祉
事
業

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
寄
付
を

い
た
だ
き
ま

し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市長から感謝状
を受け取る同協
力会の市橋勝彦
理事長



乳幼児健診
3・4か月児健診

10・11か月児健診

1歳6か月児健診

3歳児健診

22

21日（木） 13:00～15:00 ふれあいセンター
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2月 2月 

香
り
会
館
で
は
、
2
月
14
日
の

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
、
人
気
の
プ

リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
を
使
っ
た

バ
レ
ン
タ
イ
ン
リ
ー
ス（
1,
5
0
0

円
〜
）、
ア
レ
ン
ジ（
2,
0
0
0
〜
）

を
用
意
し
ま
し
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
、
心
の

こ
も
っ
た
贈
り
物
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

ガ
ー
デ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

四
国
山
香
り
の
森
公
園
内
の

ハ
ー
ブ
園
は
、
ガ
ー
デ
ン
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
り
き
れ
い
に

保
た
れ
て
い
ま
す
。

随
時
、
ボ
ラ
ン
ティ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
毎
月
第
3
月
曜
日
午

前
10
時
〜（
2
時
間
程
度
）予
約

や
連
絡
は
い
り
ま
せ
ん

▼
問
い
合
わ
せ
先

四
国
山
香
り
の
森
公
園
内

香
り
会
館
　
1
22
―

5
4
0
0

▼
休
館
日
　
火
曜
日
、
年
末
年
始

（
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
）

3日（日） 遠渡内科 山県市東深瀬 10581－27－2888
10日（日） ひらまつ耳鼻咽喉科 山県市高富 10581－22－0288
11日（祝） もりこどもクリニック 山県市東深瀬 10581－23－0321
17日（日） にのみやクリニック 山県市高富 10581－22－1717
24日（日） 鳥沢クリニック 山県市高木 10581－22－1088

7日（木） 10:00～12:00
10日（日） 13:00～15:00
21日（木） 10:00～12:00
28日（木） 10:00～12:00

休日診療（診療時間　9:00～15:00、16:00～19:00）

弁護士相談

ハッピーライフ（結婚）相談 美山山村開発センター

※多重債務関係も弁護士相談で受け付けます

すこやか相談（要予約） 子ども家庭課 122-6839

（前月比）

総人口 30,661人 －9（人）

男 15,015人 －3（人）

女 15,646人 －6（人）

世帯数10,061戸（9戸）
（転入　42人　　転出　47人）

人口の動き
（平成20年1月1日現在）

14日（木） 13:00～14:30 市 役所（3階304会議室）

人権擁護相談

15日（金） 13:00～15:00 （伊）老人福祉センター
21日（木） 13:00～15:00 ふれあいセンター

行政相談

乳幼児相談
4日（月）

受付10:00～11:00
構造改善センター

19日（火） （伊）老人福祉センター

3月7日までの予定
はみがきけんしん（フッ素塗布）：
3日（月） 13：00～14：00受付　構造改善センター
7日（金） 13：00～14：00受付　ふれあいセンター

すこやか相談（要予約）：6日（木） ふれあいセンター

「ふれあいセンター」は保健福祉ふれあいセンター、
「（伊）老人福祉センター」は伊自良老人福祉センター、
「構造改善センター」は美山構造改善センター

はみがきけんしん（フッ素塗布）

予防接種
BCG

心の相談（予約必要）社会福祉課 122-6837

28日（木） 受付13:30～15:00 ふれあいセンター
27日（水） 受付13:00～13:15 ふれあいセンター

20日（水） 受付13:00～14:00 ふれあいセンター

13日（水） 受付13:00～14:00 ふれあいセンター

6日（水） 受付13:00～14:00 ふれあいセンター
28日（木） 受付13:15～14:00 ふれあいセンター

8日（金）
受付13:00～14:00

（伊）老人福祉センター
18日（月） ふれあいセンター

献　　血

28日（木）
受付 9:30～13:00 市役所
受付14:30～16:00 バロー高富店

バ
レ
ン
タ
イ
ン
の

贈
り
物
は
手
作
り
で

4日（月） ふれあいセンター 26日（火） 10:30～13:00 ふれあいセンター

離乳食後期教室（3日前までに予約必要）子ども家庭課 122-6839
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Q

Q

Q

Q

この欄は、山県市役所本庁または支所の窓口で届出をされた、
本市に住民登録がある人を掲載しています。
※本市に住民登録があり他の市区町村で届出をされ、掲載を希望
される人は市民課（122－6827）までご連絡ください。

「夜間納付窓口」および

「夜間納税相談窓口」開設日
今月は25日（月）です

12月の来庁者：21人

●場　所 市役所　徴収対策室
●時　間 午後 9 時まで　
●問い合わせ先 徴収対策室　122－6843

税金は納期限までに納めましょう

「国民は、法律の定めるところにより、納税の義務を負う」
（憲法第30条）

滞納には

「督促後10日以内に完納しないときは、財産を差押えなけれ
ばならない。」（地方税法第331条）

平成19年度（12月末まで）の
預金・土地などの差押件数… 計229件

高　富 金子　稔
鷲見　貴子

佐　賀 小森　勇司
長田　歩美

小　倉 t井　毅
福田　佳代

原 宮川　裕章
田内　実里

ご結婚おめでとう

高　富 鈴木　大翔
つ ば さ

中村　賢
けん

人
と

t木　颯
そう

太
た

佐　賀 後藤　理
まさ

哉
や

山元　孝
たか

祐
ひろ

東深瀬 清水　姫
ひめ

乃
の

村瀬　天
あま

音
ね

高　木 福井　伶
れ

奈
な

疋田　華
か

梨
なり

梅　原 櫻井　柊
しゅう

弥
や

富　永 木村　幸
こう

靖
せい

宮川　結
ゆう

羽
は

宮川　稜
りょう

生
せい

岩　佐 藤塚　悠
ゆう

任
と

あかちゃん誕生

高　富 山田　俊道 66歳

山口美智子 75歳

東深瀬 村瀬　しき 87歳

中村　茂明 78歳

高　木 松永　悟 94歳

信田　春尾 98歳

赤　尾 山田　紘行 63歳

服部　正 81歳

高木　米子 73歳

大　桑 土田はづゑ 80歳

洞　田 横山美智子 69歳

神　崎 早矢仕トシエ 86歳

佐　野 山口　一枝 86歳

出　戸 江uさだよ 103歳

船　越 山口　智江 54歳

岩　佐 大澤きみゑ 85歳

おくやみ

山県市届出分のみ掲載
12月届出分

収集区域 出せる資源ごみ 収集日 収集時間 収集場所

資源ごみ休日収集日

ごみは指定時間（午前7時30分）までに出しましょう

市内全域 缶・ペットボトル・
びん・白色トレイ 24日

9:00
～16:00

市役所北
車庫棟24・25

2月のごみ収集日

森・南・旭ヶ丘・
蛍ヶ丘・田倉

月
・
木
曜
日

火
・
金
曜
日

月
・
木
曜
日

21日

21日

15日

19日

25日

19日

18日

22日

28日

26日

28日

7日
（3月6日）

カン・
白色トレイ

びん・
ペットボトル

不燃ごみ
粗大ごみ

燃える
ごみ

1日
（3月7日）

11日

12日
2日

（3月1日）
14日

12日

14日
6日

（3月5日）

5日
（3月4日）

4日
（3月3日）

9日

16日

20日

8日

20日

22日

19日

20日

13日
14日

15日
18日

26日

8日

12日

27日
28日

5日
（3月4日）

4日
（3月3日）

5日
（3月4日）

6日
（3月5日）

7日
（3月6日）

大北・石田町・山本・双
葉台・京ヶ洞・星ヶ丘・
南屋敷・石畑・美里

北町・栄町・仲町・
本町1、2、3丁目

共和町

佐賀・見晴台・金池

東深瀬・高木東・阿原

西深瀬

高木
（高木東・阿原を除く）

梅原

桜尾

大桑

長滝・平井・掛・
松尾・上願

洞田・小倉・大森・
藤倉・大門

北山

原

谷合

北武芸

乾

富波

岩佐

中洞

～3月7日
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魅 

夢 

元 
気 
　 
魅 
力 
　 
夢 
　 

◇
環
境
美
化
活
動
で
美
し
い
故
郷

を
守
る
心
を
育
て
る

各
地
区
の
児
童
生
徒
・
地
域
の

方
々
が
一
緒
に
な
っ
て
ゴ
ミ
を
拾

い
集
め
ま
す
。

中
学
生
は
、
地
区
の
先
輩
・
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
覚
と
、
故
郷

を
愛
す
る
心
に
目
覚
め
ま
す
。
活

動
の
輪
が
地
域
全
体
に
広
ま
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

◇
希
望
が
丘
特
別
支
援
学

校
と
の
交
流
学
習
で
伝

統
と
福
祉
の
心
を
磨
く

実
に
二
十
五
年
の
歴
史

を
刻
む
交
流
学
習
。
伊
中

が
誇
る
伝
統
で
す
。

こ
の
間
、
三
千
人
も
の

伊
中
卒
業
生
が
同
じ
感
動

を
体
験
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

本
年
度
は
、
活
動
の
原

点
に
返
り
、
当
時
の
先
輩

を
招
い
て
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
各
学
年
が
年

に
一
回
ず
つ
、
相
互
訪
問

を
続
け
て
い
ま
す
。

◇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
奉
仕
の

心
の
美
し
さ
に
気
づ
く

生
徒
会
主
催
の
養
護
老
人
ホ
ー

ム
訪
問
、
伊
自
良
地
区
市
民
運
動

会（
ふ
れ
あ
い
運
動
会
）、
伊
自
良

湖
夏
祭
り
、
山
県
市
栗
祭
り
、
資

源
回
収
な
ど
、
自
主
的
な
参
加
が

増
え
て
い
ま
す
。

地
域
や
人
の
た
め
に
働
く
こ
と

に
喜
び
を
感
じ
る
自
分
を
発
見
し

て
い
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
と
じ
っ
く
り
と
、
で
も

確
実
に
、
生
徒
に
豊
か
で
温
か
い

心
が
は
ぐ
く
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
生

徒
の
一
日
は
、
み
ま
も
り
隊
の
皆

さ
ん
と
の
元
気
な
挨
拶
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
全
校
生
徒
一
〇
九
人
と

い
う
小
規
模
な
学
校
の
特
性
と
地

域
性
を
最
大
限
に
活
か
し
て
、
地

域
が
育
て
る
地
域
の
学
校
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

◇
農
業
体
験
で
伊
自
良
の
自
然
・

歴
史
、
生
き
方
を
学
ぶ

米
作
り
や
野
菜
作
り
に
従
事
す

る
地
域
の
方
を
講
師
に
招
き
、
体

験
を
通
し
て
農
業
と
食
の
安
全
を

学
び
ま
す
。

近
く
の
市
場
で
は
、
収
穫
・
販

売
も
体
験
し
ま
し
た
。
仕
事
や
生

き
方
、
地
域
の
歴
史
に
思
い
を
は

せ
る
行
事
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。

来
月
号
は
、伊
自
良
南
小
学
校
で
す
。

お
楽
し
み
に
。

▼
成
人
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

成
人
式
の
取
材
先
、
華
や
か
な
振
り
袖
姿
で

「
き
れ
い
に
な
っ
た
ね
」「
大
人
っ
ぽ
く
な
っ
た

ね
」
と
お
互
い
の
輝
き
を
強
調
す
る
人
た
ち
。

▼
一
方
の
私
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
同
級
生
か

ら
の
「
変
わ
っ
た
よ
ね
」
に
絶
句
。
体
型
も
変

わ
り
、
そ
ん
な
に
も
老
け
て
し
ま
っ
た
の
か
…

（
2
回
目
の
成
人
式
と
い
く
ら
か
が
過
ぎ
た
の
だ

か
ら
し
か
た
が
な
い
）
と
あ
き
ら
め
モ
ー
ド
。

で
も
輝
い
て
い
た
い
気
持
ち
は
変
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
▼
成
人
の
皆
さ
ん
、
希
望
を
胸
に
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

（
桐
）

▼
年
末
年
始
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
ま
し

た
。
▼
年
末
に
は
、
ご
先
祖
様
へ
1
年
間
無
事

に
過
ご
せ
た
感
謝
の
気
持
ち
と
、
ま
た
1
年
間

無
事
に
過
ご
せ
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
お
仏

壇
と
お
墓
を
掃
除
し
、
お
供
え
を
し
ま
し
た
。

▼
年
始
は
、
ス
ノ
ボ
ー
♪
を
や
り
に
野
沢
温
泉

ス
キ
ー
場
へ
出
掛
け
ま
し
た
。
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ

ー
に
広
大
な
ゲ
レ
ン
デ
、
頂
上
か
ら
の
絶
景
。

そ
し
て
温
泉
、
野
沢
菜
や
温
泉
ま
ん
じ
ゅ
う
な

ど
、
心
も
お
な
か
も
存
分
に
満
た
せ
た
最
高
の

2
日
間
で
し
た
。
▼
今
月
の
一
句
　
ゲ
レ
ン
デ

で
　
出
会
い
の
予
感
　
予
感
だ
け
　
　
　
（
橋
）

編
集

記
後

＊
泥
の
感
触
、
土
の
香
り
、
稲
を
刈
る
音
。

伊
自
良
に
育
っ
て
よ
か
っ
た
な
あ
。

伊自良地区　クリーン活動

農業体験学習
（田植え・稲刈り）

生徒会　特別養護老人ホーム訪問

伊
自
良
の
「
人
」
と
「
自
然
」
と
「
歴
史
」
が
は
ぐ
く
む
中
学
校

伊
自
良
中
学
校

＊
美
し
い
と
思
っ
て
い
た
の
に
。

ま
ず
、
自
分
た
ち
か
ら
始
め
よ
う
。

岐阜希望が丘特別支援学校との交流

＊
一
緒
に
活
動
し
て
、
や
っ
と
伝
統
の

意
味
が
分
か
っ
た
よ
。

＊
よ
し
、
僕
も
行
っ
て
み
よ
う
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
も
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
。




